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日 本 災害 看護 学会  先 遣 隊 活動 報告  

 

4 月 22 日 （ 土 ）の活 動  

活 動 者 ：渡邊智恵 、寺田英子  

 

当 日 の 状 況（ 2016 年 4 月 22 日 ）  

 避 難 者 数が 9 万 人 台 で増減があま りなくなり 、1 回 目 の地震からは 8 日 間 経 過

し、2 回 目 の本震を 明日で 1 週 間 を 迎えるという今日、晴 天に恵まれ、多くの 人

や車・トラック が被 災地内に入ってき た。同時に、不 足し ていた救援物資は 各避

難所に行き渡るよ うになっていた。多 くの支援が入る 分、支援を受ける受援 者の

負担も大きく、ケ ア提供者の疲労が ピークになる頃で ある。  

昨 日 の 大雨により 、瓦礫の片付け等は 進んでおらずニュ ースで見た風景を 実際

に現地でも同じ状 況のままであるこ とに驚愕をした。ま た、本日は天候が 一 転し

て晴天に恵まれた ことと、ボランティ アセンター開設に 伴い、被災地には多 くの

人や救援物資等を 搬送する車やトラ ックがいきかった 。  

 

1.  行 程 なら びに 訪問先  

7:00 ホ テ ル を出 発   

10:00～ 11:30 日 本 赤 十字 社熊本県 支部  

13:00～ 13:20 益 城 町 内 避難所①の 本部訪問  

（ 4 月 16 日 、 19 日 先 遣 隊が訪問した 避難所）  

13:30～ 14:00 益 城 町 内 避難所②訪 問  

14:10～ 16:40 益 城 町 内 避難所③で ケア活動  

20:30    ホ テ ル 到着  

 

2 .  活 動 内容  

1）  日本赤十字社熊本 県支部  

日 本 赤 十 字 社 の 熊 本 県 支 部 で 救 護 班 の 派 遣 に 関 す る 役 割 を 担 っ て い る

方からお話を伺っ た。 1 回 目 の地震時 は九州ブロックの 救護班による支援

を受け、２回目の本 震時に本社等を含 めて医療救護班と 県で協力をしなが

ら避難所をフォロ ーしていくことに なった。それぞれに エリアを決めて避

難所をローラー作 戦で調査した結果 、重点的に活 動を する地域（阿 蘇地 域

と御船町）を 決め て継続して医療班 を派遣している 。医療救護班は自己 完

結 型 で 活 動 を し て お り 、 持 参 し た も の だ け で は 十 分 で は な か っ た 医 薬 品

（解熱剤や湿布等 ）については 薬剤 師会等と連携をし て補給している 。こ

の活動は県や市 、消防と情報を共有 している。医 療救 護班が直後から応 援

に来ているが本日 は 11 班 が 活 動をし ている。さらに院 内の職員の 43％ が

避 難所や車中泊を している現状があ り、発災から継続し て勤務し ている職

員を休ませるため 、 21 日 か ら は病院 支援も受けている 。  
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この時期の健康問 題として、車中泊に よるエコノミーク ラス症候群に対

しては、DVT で 専 門 の人を 21 日 よ り 2 名 配 置 されて対応 している。院内に

は 17 日 か ら 21 日 に か けて肺塞栓で 入院治療をしてい る被災者もいて、エ

コー等を用いて検 査をするようにな り、チラシによる被 災者への注意喚起

（腫れや痛みの異 常の早期発見と運 動や水分摂取等 ）を含め、重点 を置 い

て対応されていた 。  

ノ ロ の 疑いがある 人が避難所にいた が、救護所内の ベッ ドに隔離して対

応ができ、 ICT も 入 り 衛生状態の 維持 管理に努めている 。また、社会福祉

協議会がボランテ ィアセンターを開 設したことにより、トイレの掃除やご

みの整理や収集に 関する作業をサポ ートし、避難所環境 の改善に努めるよ

うになってきた。WOC の 看 護 師が介護の 必要な人を振り分 けるようになり、

各専門家が入って きたことにより、個 別的なケアを受け る体制が整いつつ

ある。  

 

2）  益城町内避難所① の本部  

益 城 町 の避難所の 総括をしていると ころに行き、現在 、益城町内には 17

か 所 の 避難所があ ること、避難者が 多 いところには DMAT、 JMAT、 DPAT、自

衛 隊の救護所 、災 害支援ナースの派 遣等があり、さま ざまなケアニーズ に

対応していた。ま た、夜間等で健康 問題があれば、医 療チームが常駐し て

いる避難所に診察 に行くようにして いるということが 語られた。  

避 難 所 内で人数が 少ないところは 、医療チームの派遣 がなく、本部 から

避難所となってい る小学校（益 城町 内避難所②）に行 ってほしいと依頼 を

受けて、次の避難 所に向かった 。  

こ ち ら では日本赤 十字社からのボラ ンティアが 6－ 7 人 く らい本部に来

て、次のような活 動をしていた。車 中泊の人たちが多 いため、弾性スト ッ

キングを配布する 活動をし始めた。ど この避難 所が優先 度が高いのかを確

認していたが、① 車中泊の人数、② 医療チームの有無 、等を判断材料と さ

れていた。す べて の避難所に回るこ とも重要であるの で、隈なく配 布で き

るよう役場の方が 同行して避難所を 回るようにしてい た。ただ、昼間は不

在のことが多く、効果的な配布方法（サイズは個別で あり、それぞれに 確

認をしながら配布 する）を検討する 必要がある。  

 

3）  益城町内避難所②  

こ の 避 難所は本部 から歩いて 5 分 以 内のところで、体 育館が救援物資置

き場、また各教室に 避難者が入居して いた。発災翌日か ら AMDA が 常 駐 して

おり、 JMAT の 巡 回 や地域の医療機関 の方が訪問をして フォローしていた 。

こ の 距 離 で あ っ て も 本 部 が こ の 避 難 所 の 情 報 を 把 握 で き て い な い 状 況 が あ

り 、 日 々 避 難 所 の 状 況 が 変 わ る 中 で 全 体 概 要 を 把 握 す る こ と は 困 難 を 極 め

ることが理解でき た。  
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4）  益城町内避難所③  

本 部 か ら 10 分 く ら い離れた ところに この避難所があっ た 。幼稚園が避

難所になっており、保健福祉センター には入れなかった 人やこの近所の被

災者約 80 人 が 自 然 に集まり、園長の 理解を得て住民同 士が協力して、こ

の避難所を運営し ていた。昨日 救援 物資が各地から搬 送され、園長 の努 力

により確保できて いた。医療チ ーム は常駐しておらず（昨日は巡回 診療 が

あ っ た ）、 私 達 が 行 く と 、 看 て ほ し い と 数 名 が 集 ま っ て き た 。 こ の 避 難 所

に一定期間滞在し て、看護活動を展 開しながら状況を 把握した。  

こ こ で の健康問題 としては、①臨月 の 妊婦（ 8 人 目 の出産 ）、②右股関節

痛 を 訴 え る 女 児 （ ト イ レ 介 助 が 必 要 ）、 ③ 腹 痛 、 ④ 外 傷 （ 地 震 に よ る 外 傷

で消毒を希望）3 名 、であった。昼間 だ ったので 30 名 く ら いしかいなかっ

たが、幼稚園 の職 員の方々が避難者 のケアを発災後 、自宅に帰ることな く

されて疲労が蓄積 していた。①の妊 婦 は今月 27 日 が 出 産予定日で、8 人 目

と なる子どもの出 産であり、陣痛が始 まったらすぐに救 急車で医療機関に

行くようにするこ と、破水等の 危険 性や、出産後 の新 生児のケアを避難 所

で可能かというこ とを不安に思って おられた。傾 聴し ながら、対応 につ い

て説明するととも に、翌日以降も巡回 をしていくことが できるように本部

に報告した。②の 女児に対しては、発症経過を問診し 、ケアマトレスや 持

参されたマット等 を活用して痛みが 取れる環境づくり を行い、このケース

についても本部報 告をした。③ ケア 提供者であり 、便 秘に傾いているこ と

等が語られた。④の 高齢者は地震時に いろいろな家具等 が転倒して 負傷し

たもので、顔や左 下腿、右肩等を 強 打したという。医 療機関に受診して お

り、抗生剤を継続 して内服すること を確認した。この 方は、夜は熟眠で き

るように睡眠薬を 内服していたが、夜 間に発生した 2 回 目 の 本震を経験し

たことにより、熟睡 していると避難が できないので内服 するのを中止して

いた。余震が 収ま れば内服できるこ と、昼間少し 寝る ことはできるので と

気丈に語られた。こ の 高齢の避難者が 入居している部屋 はトイレから近く

段差もなく、教室 の中に４家族位の みであり、ト イレ にも自力で行くこ と

ができており比較 的落ち着いて被災 時の状況を思う存 分に語られた。④の

その他の 2 名 は 、 地震時にガラス等 で足の裏や甲を負 傷していた。  

こ の 幼 稚園には子 どものいる家族が 入居しているため、災害時の子ども

の反応とその対応 について、チ ラシ を用いて説明を行 った。幼稚園 の先 生

方は、災害後の子ど もたちに退行現象 があることに対し て大きく頷かれた 。 

 

3.  課 題  

 外 部 支 援が本格 的になってきてお り 、全体の動きを 把握していくこと が必

要となるが、それ ぞれの避難所支援 に精一杯の状況が あり、連携が 困難 な状

況がある。  

避 難 所 の状況が刻 々と変化しており 、その状態を継続 して把握できるシ ス
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テムが必要となる 。  

 被 災 地 内のケア 提供者 である行政 、医療従事者や避 難所運営を自発的 に行

っ て い る 学 校 ・ 幼 稚 園 の 先 生 方 の 疲 労 が 蓄 積 し て お り 、「 被 災 地 内 の 救 援 者

を疲弊させない」 ということが、今 後の復興に向けて 重要な課題である 。  

 余 震 が 続くこと により、自宅 に帰 れない、ある いは 部屋の中では避難 がす

ぐにできないと車 中泊をしている人 が多いた め、その ための 健康問題へ の対

応策を効果的に講 じていく必要があ る。  

 避 難 所 内に子ど もたちがいるが、通常の学校生活が 早期に復帰できる よう

にすることが求め られる。  

 

４ ． お わ りに  

  避 難 者 生活が 長期化する可能性 があり、その 避難所 環境をいかに改善 するこ

とができるか、多く の外部支援が入っ てくる中で、被災地 内の人に負担を か け

ない支援をするこ とが求められる時 期である。外部支援 に入る前には、自分 た

ちの思いだけでは なく、被災された方 々が必要としてい ることを考え、声を 聞

いて支援をするこ とが重要である。  


